
１ 都民の交通行動

２ 地域公共交通に係る問題

３ 支援制度

４ 先進事例と技術革新の動き
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地域公共交通の現状と課題



地域公共交通網の再編（青森県八戸市）

• 路線バスを中心とした公共交通の乗車人員の減少による経営効率の悪化とサービス水準低下を改善する
ため、平成15年から検討を開始

• 持続可能な乗合公共交通の実現に向け、バス路線の階層化や市内幹線軸の等間隔運行・共同運行化、小
規模需要に対応した交通サービスの導入等により、運行の効率化とサービスの充実に取り組んでいる。

４ 先進事例と技術革新の動き
（１）先進事例
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市内幹線軸の共同運行化・等間隔運行

深夜乗合タクシー「シンタクン」

出典：第７回東北発コンパクトシティ推進研究会資料「八戸市におけるバス交通戦略」（平成25年10月/八戸市）に東京都加筆

平日228便もの運行があったが、市営バスや南部バス等が独自に
ダイヤ編成し、非効率な運行

市営バス、南部バス等による協議の結果、共同運行化及び10分
間隔の運行を開始。平日182便(▲46便)となり効率的な運行に

年間旅客は平成19年：31,000人→平成20年：32,000人に増加し、
営業収支は赤字から黒字に転換

出典：八戸市公共交通再編プラン（平成18年度/八戸市）に東京都加筆

バス路線再構築のイメージ

バス路線を集客性の高い系統や広域路線である幹
線軸と支線的な路線に分け再構築を実施

夜間の小規模需要を乗合タクシーで運行

周知チラシ 車両



地域公共交通に関する広域連携（静岡県伊豆地域）
４ 先進事例と技術革新の動き

（１）先進事例
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• 過疎化が進む伊豆地域において、通学・通院等のための地域住民の生活交通を確保するとともに、観光
客の利便性向上を図るため、静岡県が主体となって関係市町、交通事業者等と法定協議会を設置し、網
形成計画を策定するなど、交通課題の解決に向けた広域連携の取組が進められている。

出典：順天堂大学直通バス実証実験の結果報告（速報）（平成30年/南伊⾖・⻄伊⾖地域公共交通活性化協議会）



自家用有償旅客輸送（東京都町田市）
４ 先進事例と技術革新の動き

（１）先進事例
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出典：自家用有償旅客輸送事例集（令和２年３月/国土交通省）



貨客混載（埼玉県飯能市）
４ 先進事例と技術革新の動き

（１）先進事例
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• 2020年2月より、国際興業㈱とヤマト運輸㈱とが相互に連携を図り、埼玉県飯能市内を運行する路線バ
スを活用した宅急便輸送「貨客混載」を開始。埼玉県では初の取組み。

• 「バス路線の生産性向上による増収」、「物流の効率化による環境負荷低減」、「運転手不足への対
応」等が目的

運行形態車内の様子

出典：埼玉県初！ 国際興業バスとヤマト運輸が連携した「客貨混載」の運行を２月25日
より開始します！（ 2020年2月25日/国際興業株式会社、ヤマト運輸株式会社）



民間活力の活用（愛知県豊明市 他）

• 愛知県豊明市と地元企業（アイシン精機・スギ薬局）が連携してデマンド型交通「チョイソコとよあ
け」を運行（実証実験中）

• 運賃収入のほか、エリアスポンサー（協賛企業は停留所が設置できる）から協賛金を得ることで、持続
可能な運行及び市の財政負担額の減額を目指す。

• 令和元年12月末現在で協賛企業は56社までに増え、スタート時の25社と比べて倍増

４ 先進事例と技術革新の動き
（１）先進事例

各収入状況の推移

※その他収入：協賛金及び運賃収入

一日当たりの利用者数チョイソコとよあけのビジネススキーム

出典：「チョイソコとよあけ」実証実験第４期運行計画
実証実験結果（令和２年/豊明市）に東京都加筆

【チョイソコとよあけの概要】

運行日 ：平日

運行時間：午前９時～午後４時

運賃 ：一乗車一人200円

予約方法：電話予約

対象者 ：

「交通不便地域会員」、
「高齢者・障がい者会員」
の条件に該当し、会員登録
した者

出典：首相官邸 未来投資会議産官協議会「次世代モビ
リティ／スマートシティ」会合（第1回）
配布資料資料「チョイソコ取り組みのご紹介」

（令和２年４月/アイシン精機株式会社）

住宅地停留所※１

事業者
停留所※２

公共施設
停留所

墓地・公園
停留所沓掛エリア

仙人塚・間米
エリア

29 31 51 4 6

※１：住宅地停留所…交通不便地域の任意の場所に設置する停留所
※２：事業者停留所…チョイソコに協賛する豊明市内又は市街のうち

市境から500ｍ以内に存在する事業者施設に設置する停留所

チョイソコとよあけの停留所数（2020年7月～９月）

資料：「チョイソコとよあけ」実証実験第６期運行計画（令和２年/豊明市）を基に東京都作成
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技術革新の進展 ４ 先進事例と技術革新の動き
（２）技術革新の動き
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• 第５期科学技術基本計画において我が国が目指すべき未来社会の姿としてSociety 5.0を提唱
• 交通分野においては、新たな価値の事例として

①観光ルートの提供や天気や混雑を考慮した最適な計画が提案され、旅行や観光がしやすくなる
②自動走行で渋滞なく、事故なく、快適に移動する
③カーシェアや公共交通の組み合わせでスムーズに移動する

が可能となるとしている。

出典： 内閣府ホームページ

Society 5.0 新たな価値の事例(交通)



公共交通オープンデータ協議会

• 公共交通事業者とICT事業者等が集まって交通関係のオープンデータの実用化を推進するために設立さ
れた産学官共同の協議会

• 対象となる交通データとしては、鉄道、バス、飛行機等の運行に関する情報や、駅・停留所・空港と
いった交通ターミナルの施設情報がある

• 東京都戦略政策情報推進本部及び交通局は、行政が保有するデータを二次利用可能なルールにより公開
することで、行政の透明性や住民サービスの向上等を目指すオープンデータの取組を推進
（令和２年８月17日_東京都は、国土交通省が標準形式として新たに定めた「GTFSリアルタイム形式」のバスロケー
ション情報の提供を開始）

４ 先進事例と技術革新の動き
（２）技術革新の動き
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出典：情報通信白書（H28年度版/総務省）

公共交通オープンデータの仕組み 公共交通オープンデータを利用した実証実験『ドコシル』
（鉄道やバスなどの運行状況や位置情報）

 『公共交通オープンデータセンター』を設置し、各交通機関別の
運行データを一括して収集、標準化し提供

 ICTベンダー等サービス事業者は複数の交通事業者のデータをワ
ンストップで取得してサービス提供



大都市型MaaSの取組事例

my！東京MaaS
• 東京メトロは、2020年８月、新東京メトロアプリを公開し、鉄道、シェアサイクル、タクシー、コミュ

ニティバス、航空等の多様なモビリティやサービスと連携し、東京における大都市型MaaSの取組「my! 
東京 MaaS」を開始

• キーワードは、「パーソナライズド」、「リアルタイム」、「更なるネットワークの連続性の追求」
• 2020年下期以降には、「移動のしやすさの追求（エレベータールート検索）」「健康応援」「ビジネス

加速」「東京を楽しむ」等の取組みを推進し、東京の移動に新たな価値を共創
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出典：東京地下鉄株式会社提供資料

４ 先進事例と技術革新の動き
（２）技術革新の動き

「my! 東京 Maas」連携パートナー



自動運転技術の動向（官民ITS構想・ロードマップ2020）
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出典：官民ITS構想・ロードマップ2020（2020年７月/高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部・官民データ活用推進戦略会議）

• 政府の官民データ活用推進戦略会議は、令和２年７月に自動運転の市場化・サービス化に係る目標を設定
• 2020年までに「高速道路での自動運転可能な自動車の市場化」及び「限定地域（過疎地等）での無人自動

運転移動サービス」を実現するとしている。
• また、移動サービスについては、2022年度頃までに、遠隔監視のみの無人自動運転移動サービスが開始さ

れ、2025年度を目途に40か所以上にサービスが広がる可能性があるとしている。

自動運転システムの市場化・サービス実現期待時期

自動運転化レベルの定義の概要

４ 先進事例と技術革新の動き
（２）技術革新の動き



電動キックボードに関する規制の特例措置
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• 国家公安委員会は、産業競争力強化法に基づく「新事業特例制度」を活用して実施する電動キックボー
ドのシェアリングサービス実証実験に際し、普通自転車専用通行帯を通行可能とする特例措置を講じる
旨を公表（2020年8月）

• 実証実験は10月から一部地域で実施される予定

出典：講ずることとする新たな規制の特例措置の内容の公表
（令和２年８月/国家公安委員会）に東京都加筆

４ 先進事例と技術革新の動き
（２）技術革新の動き

出典：株式会社Luupホームページ

電動キックボード車両の例


